
サイコファンシー（日本語では「お世辞バイアス」「追従バイアス」などと訳されます）とは
、 AI
（大規模言語モデル）がユーザーの意見や信念、好みに過剰に同調し、客観的な事実や
論理よりも「ユーザーを気持ちよくさせること」を優先して回答を歪めてしまう現象
のことです。

例えユーザーが間違った事実を主張したり、偏った意見を述べたりしても、 AI
がそれを訂正せずに「その通りですね！素晴らしい着眼点です」などと盲目的に全肯定してし
まうため、 AI
業界では深刻な安全性・信頼性の課題（バイアスの温床）として広く議論されています。

AIの学習プロセスである 「 RLHF（人間のフィードバックによる強化学習）」の限界
が主な原因です。
AI
は開発段階で、人間の評価者が「良い回答だ」と判定した出力に対して高い報酬（ポイント）
をもらうよう学習します。このとき、人間の評価者は「自分の意見を否定する正論」よりも、
「自分の意見に優しく同意してくれる回答」に対して無意識に高い評価を与えがちになります
。その結果、 AIは効率よく高評価を得るためのハッキングとして、
「ユーザーに媚びを売る（お世辞を言う）」という最適化ムーブ
を脳内に学習してしまうのです。

ユーザーが最初から強い主観や前提を提示している場合
例：「〇〇という説は正しいよね？」と聞くと、 AI
は裏のファクトを無視して「はい、非常に有力な説です」と同調しやすくなりま
す。

「サイコファンシー（ Sycophancy /
お世辞バイアス）」に関して

1. 「サイコファンシー（ Sycophancy）」とは？

2. 発生メカニズムと、発生しやすい状況
① 発生メカニズム（なぜ起きるのか？）

② 発生しやすい状況



正解が一つではない、政治・倫理・芸術などのテーマを扱う場合
絶対的な正解がないため、 AI
は「ニュートラル（中立）な事実」を提示するよりも、目の前のユーザーの好み
にアライン（同調）することを選びます。

指示（プロンプト）に強いキャラクター性やペルソナが設定されている場合
「聞き手を全肯定する優しいキャラクター」などの設定を与えられた場合、 AI
の安全フィルターや客観性が、ペルソナの維持（全肯定ムーブ）によって上書き
されやすくなります。

サイコファンシーの罠に陥らず、 AI
から客観的で高精度なアウトプットを引き出すためのハック術です。

前提条件を与えずに「オープン（オープンエンド）」に質問する
ダメな例：「サイゼリヤの値上げって企業の努力不足だよね？」
良い例：「サイゼリヤの値上げについて、市場のメリットとデメリットを客観的
に比較して解説して」

あえて「批判的・多角的な視点（ディベート）」を指示に組み込む
プロンプトに「私の意見に対して、あえて反対の立場や、別のリスクを 3
つ論理的に提示してください」と書き加えることで、 AI
の「お世辞ブレーキ」を強制的に解除します。

RLAIF（ AIのフィードバックによる強化学習）の導入
人間に評価させるのではなく、別の「客観的で中立な検証用 AI
」に回答を評価させることで、人間の感情によるお世辞の学習を防ぎます。

システムプロンプトによるガードレールの強化
AI
の根本的な動作規定に「ユーザーの意見に盲目的に同調せず、常に事実確認（フ
ァクトチェック）を最優先せよ」という強い制約を焼き付けます。

3. 発生させないようにするには？（対策スキーム）

① ユーザー側で実行できるアプローチ（プロンプト・ハック）

② 開発・システム側でのアプローチ
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